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リハビリテーション部
部長  壱岐  円

　最近「リハビリ」という言葉が一般的になって来
ました。では、「リハビリ」という言葉を聞いてどう
いうイメージが浮かぶでしょうか。例えば病気や
事故などで、体や心の一部が元気な頃のように動
かなくなり、いわゆる障害を持った人たちが「リハ
ビリ」を行う、そんなイメージがわかりやすいかも
しれません。正式には「リハビリテーション
(rehabi l i tat ion)」と言い、その言葉の持つ意
味を見てみると語源はラテン語にあります。ｒｅ
（再び）＋ｈａｂｉｌｉｓ（適した）すなわち「再び適
した状態になること」、障害を持った人たちが再び
回復するなどの意味になります。リハビリテー
ションを学ぶ際に、誰もが学ぶ入口のようなもの
です。私も同様にそう学んで来ました。では、当院
のリハビリテーション部はどうでしょうか。精神
科作業療法、外来デイケア、身体障害の理学療法、

　患者様が、ご自宅でも安心した療養生活がおくれるよう、当院では７月から訪問
診察を開始しました。
　訪問は、当院の臨床経験豊かな３人の常勤医が行ない、外来の看護師が同行しま
す。明るく丁寧な対応を心掛け、患者様、ご家族とのコミュニケーションを通して、
よりきめ細やかな診察を行なっていきます。

作業療法、言語聴覚療法、介護保険での通所リハ
ビリ、訪問リハビリなど多くの分野に分かれ、リハ
ビリを提供しています。一人一人の顔が違うよう
に、リハビリの目的や内容も違います。そんなリハ
ビリに携わる私たちのモットーは「心に寄り添うリ
ハビリを」です。それぞれの患者様に合わせて理学
療法や作業療法、言語聴覚療法を用いて、その人
らしく生活できる支援をさせていただきます。私
たちスタッフが笑顔であることはもちろんです
が、患者様にも笑顔があふれるリハビリを提供し
ていく事を日々心がけております。そしてそこに
は、私たちリハビリテーション部のスタッフだけで
はなく、医師を始め看護師、介護職員、ソーシャル
ワーカーなどその他多くのスタッフがチームと
なって患者様やそのご家族を支援しているのが
共和病院のリハビリテーションです。

わたしたちは、利用者の皆様が安全かつ
納得のいく医療を受けていただくことを
目指し、それぞれの尊厳を大切にして、
思いやりのある医療を提供します。さら
に、地域関係機関との密接な関係を保ち、
地域の医療水準の向上に努めます。

1.あなたは、個人的な背景の違いや
病気の性質などにかかわらず、必要な
医療を受けることができます。

2.あなたは、医療の内容、その危険性
および回復の可能性についてあなたが
理解できる言葉で説明を受け、それ
を十分納得して同意したのちに、
医療を受けることができます。ただし、
必要に応じて主治医の判断によって
ご家族、代理の方にお話をする場合
もあります。

3.あなたは、今受けている治療、処置、
検査、看護・介護、食事その他につい
てご自分の希望を申し出ることができ
ます。また、他の医療機関に転院した
い場合は、必要な情報を提供致します。

5.あなたの社会でよりよい生活が提供
されるよう、地域関係機関との連携を
図ります。

4.あなたの医療上の個人情報は保護
されます。

●患者様に安心と満足を提供する医療
●良質且つ効率的な医療の提供
●患者様へのサービスの充実

●毎日の出勤が楽しくなる職場
●職員のレベルアップと仕事の充実が
感じられる職場
●職員の満足が患者様へ反映される職場

心に寄り添うリハビリを

訪問診察を開始しました。

● 9月21日(日)
第32回 大府市 福祉・健康フェアに出展します。

● 10月11日(土)
第9回 文化祭「てんてん祭り」を開催します。
テーマは「奏でる」です。
みなさまのご参加をお待ちしています。

● 12月20日(土)
　  第16回 共和病院 
 　 地域医療フォーラムを開催します。

共和病院連携室 TEL:0562-46-2166

医師　  加藤　仁
　日本内科学会認定医。日本
消化器病学会専門医、日本消
化器内視鏡学会専門医。腹部
内視鏡検査、エコー、画像診
断を得意とする。循環器にも
精通し、一般内科医として対
応可能。

医師 　 山本　直彦
　日本内科学会認定医。前
勤務地でも診療所所長とし
て在宅医療を推進。国内の
みならず、ケニアのスラム街
に無料医療活動を行うなど
国際的活動も実践中。

医師　  谷口　正哲
　日本外科学会指導医。日
本静脈経腸栄養学会東海支
部会長。胃瘻造設はもちろん
埋め込み型ＣＶカテーテル
設置に至るまで対応可能。

訪問診療担当医の紹介

問い合わせは

訪問エリア大府市周辺



 グループワークの様子

受講生のみなさん、「合格おめでとうございます！！」

介護者とご本人の負担を最少限にする介護技術を学びます。

講議の様子

今年度の国家資格及び認定資格の合格者を紹介します。

　サッカーワールドカップも終わり暫くたちました、

皆さんの寝不足も解消されてきたのではないでしょ

うか？（代りに熱帯夜で寝不足になっているかもし

れませんが…）

　日本代表は残念な結果でしたが、日本以外の試合

でも、感動のプレーが多くて、夢中で観戦しました。スーパース

ターの華麗なテクニックも良かったのですが、一番チームワーク

がいいと思ったドイツが優勝したのは印象的でした。チームワーク

の大切さを改めて感じた１ヶ月でした。

広報誌委員会   渥美 広之

受講生の声

介護職員初任者研修
（旧ホームヘルパー２級資格）

ファミリーサポート
ミーティング

ホームヘルパー２級に変わる資格として介護職員初任者研修が平成25年4月からスタートしました。
当法人は、土日を利用して働きながら資格取得を目指すみなさんを応援します。

介護職員初任者研修のご案内

● 日  程：11月1・2・8・9・15・16・29・30日
　　　　  12月6・13・14・20・27日
　　　　  1 月10・17・18・24・31日
　　　　  2 月1・7・14・15・21・28日(全24日間)
● 時  間：おおむね9時から16時

● 受講料：61,000円+テキスト代5,900円
● 場   所：共和病院 会議室
● 定   員：20名
● お申込み・問い合わせ
　 電話：0562-46-2222（代） 担当：中井・松下

土日を利用して資格を取得しませんか？

　現在は委員会担当者から声かけをして参加者を固定し
て行なっていますが、ゆくゆくは希望するご家族全員が自
由に参加出来るような取り組みにしたいと思っています。
このプログラムを通して、患者様の症状の安定や回復に
役立つ支援はもちろんのこと、ご家族自身が健康で充実
した生活を送れるよう、そして元気になれるようにサポー
トしていきたいと考えています。分からないことはお気軽
に担当者までお問い合わせください。

　当院では平成25年11月に家族心理教育委員会を立ち
上げ、12月より統合失調症を患っている方のご家族向けに
「家族心理教育」を開始しました。
　家族心理教育とは、病気の患者様を抱えたご家族に対
して、病気や対処の方法・社会資源等についての情報を
提供し、日々の困り事に対してどのように対処して行けば
良いかをご家族と専門職種とが話し合っていくプログラム
です。当院ではその名称をファミリーサポートミーティング
（略してファミサポ）と銘打って取り組んでいます。ファミ
サポでは、問題をすっかり解決するのではなく「問題を抱え
ていてもなんとかやっていけるようになること」を目的とし
ています。すでに10名のご家族が参加され下記のような
感想を頂きました。

　当法人では、平成２６年３月～６月にかけて、第１回 介
護職員初任者研修講座を開講し、このたび、受講生のみな
さんが無事、全員合格し資格を取得されました。
　この講座は、土・日曜日を使って短期間で介護職に必要
な知識、技術を学びます。
　講師陣は、外部講師を含め、介護、看護、福祉分野での
現役のスペシャリストばかりです。親切、丁寧に楽しく、学
んでいただけるよう環境づくりにも配慮しています。介護
の資格として、最初のステップである魅力ある講座です。

　「仕事をしながらでしたが、３ヶ月はあっという間でし
た」「欠席した場合の対応はもちろん、魅力ある講師陣の
おかげで充実した講座内容でした」「講師の方々の現場の
声、体験を身近に感じながら学習できました」「受講生同
志の励まし合い、講師の熱意、細やかな対応で乗りきれま
した」「たくさんの先生方から、実際の介護現場での話や
演習での体験はどれも貴重なものとなりました」「合格で
きたことは、本当に嬉しく達成感とこれからの自分の強み
になると思います」

　この秋、第２回目の11月コース（１１月～２月の期間）を
開講いたします。只今、受講生を募集していますので、
詳しくは、下記をご参照下さい。 

第  1  回：病気のしくみや症状について
第  2  回：対処の工夫　～回復を促す接し方～
第  3  回：治療の作用と副作用
第  4  回：社会資源　～知って得する福祉サービス～
第  5  回：よりよい暮らしのために
第  6  回：ふりかえり

家族心理教育委員会  朝倉 起己

講座担当  中井 恵子

・自分では気付けないところを教えてもらえて良かった。

・相談したことはみんな自分にも当てはまることだった。

・この場で話ができたことは今後の役に立つと思う。

・また話しを聞いてもらいたい。

・同じ立場だと本音が言えるので今後もこういう場をお

願いしたい。

・同じ病気の家族を持った皆さ

んと最初はとまどいもありま

したが、終わってみて病気の

ことも学べましたし、何か不安

があったら相談すれば良いん

だという希望が持てました。

ファミリーサポートミーティングの概要

情報提供の内容

①日　時：隔週木曜の約2時間
②内　容：情報提供（30分）＋グループワーク（75分）
③参加費：無料

看護師 准看護師 介護福祉士 認知症ケア専門士 包括的暴力防止
プログラムトレーナー

西垣 ちはる（B-2病棟） 冨田 泰敬（C-2病棟） 石川 雅也（B-3病棟）
土手 皓之（C-2病棟）
森岡 莉世（C-2病棟）
沖　 淳子（れんげ草）
森山 泰仲（れんげ草）

安藤 三津子（C-2病棟） 森藤 苗美（A-2病棟）
石川 雅也（B-3病棟）
山口 達也
（リハビリテーション課）
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講議の様子
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した状態になること」、障害を持った人たちが再び
回復するなどの意味になります。リハビリテー
ションを学ぶ際に、誰もが学ぶ入口のようなもの
です。私も同様にそう学んで来ました。では、当院
のリハビリテーション部はどうでしょうか。精神
科作業療法、外来デイケア、身体障害の理学療法、

　患者様が、ご自宅でも安心した療養生活がおくれるよう、当院では７月から訪問
診察を開始しました。
　訪問は、当院の臨床経験豊かな３人の常勤医が行ない、外来の看護師が同行しま
す。明るく丁寧な対応を心掛け、患者様、ご家族とのコミュニケーションを通して、
よりきめ細やかな診察を行なっていきます。

作業療法、言語聴覚療法、介護保険での通所リハ
ビリ、訪問リハビリなど多くの分野に分かれ、リハ
ビリを提供しています。一人一人の顔が違うよう
に、リハビリの目的や内容も違います。そんなリハ
ビリに携わる私たちのモットーは「心に寄り添うリ
ハビリを」です。それぞれの患者様に合わせて理学
療法や作業療法、言語聴覚療法を用いて、その人
らしく生活できる支援をさせていただきます。私
たちスタッフが笑顔であることはもちろんです
が、患者様にも笑顔があふれるリハビリを提供し
ていく事を日々心がけております。そしてそこに
は、私たちリハビリテーション部のスタッフだけで
はなく、医師を始め看護師、介護職員、ソーシャル
ワーカーなどその他多くのスタッフがチームと
なって患者様やそのご家族を支援しているのが
共和病院のリハビリテーションです。

わたしたちは、利用者の皆様が安全かつ
納得のいく医療を受けていただくことを
目指し、それぞれの尊厳を大切にして、
思いやりのある医療を提供します。さら
に、地域関係機関との密接な関係を保ち、
地域の医療水準の向上に努めます。

1.あなたは、個人的な背景の違いや
病気の性質などにかかわらず、必要な
医療を受けることができます。

2.あなたは、医療の内容、その危険性
および回復の可能性についてあなたが
理解できる言葉で説明を受け、それ
を十分納得して同意したのちに、
医療を受けることができます。ただし、
必要に応じて主治医の判断によって
ご家族、代理の方にお話をする場合
もあります。

3.あなたは、今受けている治療、処置、
検査、看護・介護、食事その他につい
てご自分の希望を申し出ることができ
ます。また、他の医療機関に転院した
い場合は、必要な情報を提供致します。

5.あなたの社会でよりよい生活が提供
されるよう、地域関係機関との連携を
図ります。

4.あなたの医療上の個人情報は保護
されます。

●患者様に安心と満足を提供する医療
●良質且つ効率的な医療の提供
●患者様へのサービスの充実

●毎日の出勤が楽しくなる職場
●職員のレベルアップと仕事の充実が
感じられる職場
●職員の満足が患者様へ反映される職場

心に寄り添うリハビリを

訪問診察を開始しました。

● 9月21日(日)
第32回 大府市 福祉・健康フェアに出展します。

● 10月11日(土)
第9回 文化祭「てんてん祭り」を開催します。
テーマは「奏でる」です。
みなさまのご参加をお待ちしています。

● 12月20日(土)
　  第16回 共和病院 
 　 地域医療フォーラムを開催します。

共和病院連携室 TEL:0562-46-2166

医師　  加藤　仁
　日本内科学会認定医。日本
消化器病学会専門医、日本消
化器内視鏡学会専門医。腹部
内視鏡検査、エコー、画像診
断を得意とする。循環器にも
精通し、一般内科医として対
応可能。

医師 　 山本　直彦
　日本内科学会認定医。前
勤務地でも診療所所長とし
て在宅医療を推進。国内の
みならず、ケニアのスラム街
に無料医療活動を行うなど
国際的活動も実践中。

医師　  谷口　正哲
　日本外科学会指導医。日
本静脈経腸栄養学会東海支
部会長。胃瘻造設はもちろん
埋め込み型ＣＶカテーテル
設置に至るまで対応可能。

訪問診療担当医の紹介

問い合わせは

訪問エリア大府市周辺




